
 

【少年少女ノーベル賞】 6 個人 １団体 
○友田恵輔 （相良小 6 年） 第 29 回防災ポスターコンクール 

防災推進協議会会長賞 
○川合芳奈 （川崎小 5 年）  

第八回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会 ベスト８ 
○牧野 紬 （坂部小 5 年） 第 14 回「未来に残そう青い海」 

海上保安庁図画コンクール 海上保安協会関東地方本部長賞  
○中山 真 （相良高 3 年） 第 68 回国民体育大会（東京大会） 

少年男子セーリングスピリッツ級の部 第 5 位 
○大石悠起子（榛原高） 第 68 回国民体育大会アーチェリー 

少年女子団体 第 6 位 
○永谷遼太 （藤枝明誠高 3 年） 第 68 回国民体育大会ライフル射

撃競技 １０ｍエア・ライフル少年男子立射 60 発競技 第 6 位 
○榛原中学校男子バスケットボール部  

2013-2014 ｂｊリーグジュニアユースバスケットボールカップ優勝 

平成 26 年 3 月発行 第 18 号 

編集/発行  

牧之原市教育委員会 

牧之原市菊川市学校組合教育委員会 

〒421－0592 牧之原市相良 275 

TEL：53－2642   FAX：53－2657 

Ｅ－mail： 

kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp 

本がすき 人がすき 牧之原がすき 

－ 牧之原市の教育・保育の「めざす子ども像」 

ま き の は らま き の は らま き の は らま き の は ら    

 3月 8日(土)牧之原市相良総合センターにおいて、牧之原市教育委員会表彰 表彰式が開催されました。牧之

原市教育委員会では、学術やスポーツ等で功績のあったみなさんを「牧之原市少年少女ノーベル賞」、「牧之原

市教育委員会表彰」として表彰しています。受賞者は次のとおりです。 

 ※「牧之原市少年少女ノーベル賞」は 20歳以下で、全国で優秀な成績を収めた方々を表彰しています。 
 ※「牧之原市教育委員会表彰」は県大会等で優秀な成績を収めた方々を表彰しています。 

 

 

○大石陽菜（島田商業高 3 年）平成 25 年度天皇杯・皇后杯 
全日本バレーボール選手権大会静岡県ラウンド 優勝 

○山口大輔（静岡高 3 年）第 61 回静岡県高等学校 
総合体育大会ラグビーフットボール競技 優勝 

○本杉 大（静岡高 3 年）第 61 回静岡県高等学校 
総合体育大会ラグビーフットボール競技 優勝 

○澤田 賢（静岡高 3 年）第 61 回静岡県高等学校 
総合体育大会ラグビーフットボール競技 優勝 
女子団体の部 第 1 位 

○原﨑 駿（御前崎中 2 年）第 7 回羽賀杯争奪 
静岡県中学校剣道優勝大会 男子団体 優勝 

○矢野洋夢（御前崎中 2 年）第 7 回羽賀杯争奪 
静岡県中学校剣道優勝大会 男子団体 優勝 

○松下翔一（御前崎中 2 年）第 7 回羽賀杯争奪 
静岡県中学校剣道優勝大会 男子団体 優勝 

○紅林竜司（御前崎中 2 年）第 7 回羽賀杯争奪 
静岡県中学校剣道優勝大会 男子団体 優勝 

○細江小学校（すこやか学級） 
体力アップコンテストしずおかチャレンジ部門 
みんなで 8 の字とび、みんなでドッジボールラリー 第 1 位 

○ベルジュ  
第 9 回全日本インディアカトーナメント大会 
シニア女子 準優勝 

○弁慶 TC 
  第 32 回静岡県綱引選手権大会 男子ライトミドル級 

【教育委員会表彰】 19 個人 3 団体 
○田川 凜（相良小 2 年）第 29 回静岡県少年少女空手道選手権大会 

個人型小学 2 年生男子 優勝 
○小杉果穂（相良小 5 年）全国小学生陸上競技交流大会 

静岡県選考会 5 年女子 100ｍ走 優勝 
○松本涼平（相良小 5 年） 

平成 25 年度「水の週間記念作文コンクール」 知事賞（最優秀賞） 
○粟本千洋（地頭方小 6 年） 

第 32 回毎日新聞富士山学生書写書道展 富士山大賞 
○久保田夏央（川崎小 3 年） 

平成 25 年度第 59 回静岡県読書感想文コンクール 教育長賞 
○角皆奈来（細江小 4 年） 
  平成 25 年度第 59 回静岡県読書感想文コンクール 教育長賞 
○藤田 慈（榛原中 1 年） 
  平成 25 年度 静岡県席書コンクール 最優秀賞 
○鈴木 泉（榛原中 3 年） 

平成 25 年度 静岡県席書コンクール 最優秀賞 
○大島 哲（榛原高定時制 3 年）静岡県高等学校定時制春季大会 

バドミントン競技男子ダブルスの部 優勝 
○大石佑樹（榛原高定時制 4 年）静岡県高等学校定時制春季大会 

バドミントン競技男子ダブルスの部 優勝 
○大塚玲奈（島田商業高 1 年）平成 25 年度天皇杯・皇后杯 

全日本バレーボール選手権大会静岡県ラウンド 優勝 
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３年生からバトンを受け継ぎ、１、２年生主体で活動している部活動の県大

会において、好成績を収め、県内に牧之原市旋風を巻き起こしました。詳しい

成績については、以下のとおりです。 

○ 榛原中学校 男子バスケットボール部 

優勝 ｂｊリーグジュニアユースバスケットボールカップ（全国大会） 

優勝 第 24 回静岡県中学校新人バスケットボール大会 

 

○ 榛原中学校 女子バレーボール部 

準優勝 第 18 回静岡県中学校 

新人バレーボール大会 

 

○ 御前崎中学校 剣道部 

第７回羽賀杯争奪静岡県中学校剣道優勝大会 

優勝   男子団体 

第 3位 女子団体 

 私たちの榛原中学校には、５つの誇りがあります。それは「心

つながる挨拶」「心みがく清掃」「心正す服装」「心かまえる時間」

「心ひとつに合唱」の５つです。 とりわけ、「心ひとつに合唱」

には自信を持って取り組んでいます。 

本年度 10月に行われた文化発表会の合唱コンクールでは、 

 

３年生の選抜合唱の生徒たちが出演させていただいて合唱を披露

してきました。 

また、この伝統を受け継ぐべく 11月の新入生一日体験入学の際

には、１年生が学年合唱を披露し、すばらしい歌声を響かせ、好

評を得ました。２年生は２月末の「立志の会」で学年合唱を披露

し、３年生に迫る歌声を響かせています。 

聴きに来てくださった保護 

者・地域の方々に感動を与え、 

合唱は榛原中学校の自慢とし 

て多くの生徒が胸を張れるも 

のになっています。 

特に３年生の学級合唱や選 

抜合唱がすばらしいと誉めて 

いただけたこともあり、地域 

に出て行って歌声を聴いてい 

ただこうと、地域の芸能祭に 

現在、感動ある卒業式に 

向けて全校でも合唱に取り 

組んでおり、昼休みを使っ 

て練習したり、学年を縦割 

りにして練習したりしてい 

ます。 

保護者・地域の皆さん 

に、感動を届けられる合 

唱を目指して、心ひとつ 

に全校で頑張っています。 

 

【毎日の積み重ねが力になります】 

【素晴らしい一体感でした】 

○橋山  星（相良小）    

○辻  綾乃（相良小） 

○池田こころ（相良小） 

○坂本 桃菜（片浜小） 

○村松  健（菅山小） 

○宮上 若那（萩間小）  

○奥村 美月（地頭方小）    

○原口 鈴那（地頭方小） 

○大石 春華（牧之原小） 

 牧之原市では、すべての子どもの笑顔が輝くために、通級による指導を充実させています。 

・ことばの教室…ことばの正しい発音やリズムなどを学ぶ教室です。幼児対象の「たんぽぽ（相

良小）・コスモス（川崎小）」と学齢児対象の「ひまわり（相良小）」があります。 

・発達通級教室…集中力やよりよい人とのかかわり方を学ぶ教室です。「にじいろ（相良小）」

があります。 

・静岡聴覚特別支援学校通級指導教室…補聴器の活用や、ことば・コミュニケーションなどを

学ぶ教室です。相良公民館で月曜日の午後に授業をしています。 

詳しくは牧之原市学校教育課までお問い合わせください。（学校教育課：53－2645） 

 機構改革により、4 月 1 日から榛原文化センターの貸出受付等の施設管理が社会福祉課に変

わります。【貸出受付の電話番号 電話 23-0070】 

従来の榛原文化センターの社会教育課業務は 1階小会議室で行います。         

 (社会教育課（榛原文化センター） 電話 23-0002) 

             
その中の一つ、『１～３年生体験学習コース』を紹介します。 

低学年を対象に「お菓子づくり」「海岸あそび」「アウトドア料理」「科学教室」 

「おさいほう」など、一年間をとおして、はじめての楽しい体験がいっぱい♪ 

◆その他にもたくさんの教室があるよ◆ 

・茶道・フラワーアレンジ・こて絵・勝間田塾・囲碁 

・４～６年生体験学習・自然教室・英語・コーラス・３Ｂ体操 他 

※詳しい内容と募集チラシを４月下旬に学校から配布します。 （社会教育課）  英語で遊ぼう！ 

○吉添 星那（坂部小） 

○池田飛雄磨（相良中） 

○植田 啓夢（相良中） 

○松下 勇輝（相良中） 

○大石 和音（相良中） 

○齋藤 郁実(相良中) 

○長嶋 水香（牧之原中） 

○横井壮太郎（榛原中）   

○河原崎 享（榛原中） 

○吉田 真衣子（榛原中） 

○横山   葵（榛原中） 

○増田 朋美（榛原中）  

○門田 夏歩（榛原中） 

○大沢 彩季（榛原中） 

○野本 美喜（川崎小） 

○峯野 彩奈(川崎小）  

○戸塚 愛琳（細江小） 

○鈴木 涼太（細江小） 

○岡村 菜央（勝間田小） 
 

 公益財団法人山﨑こども教育振興財団主催の教育文化振興賞表彰 表彰式が 3月 8日(土)牧之原市相良総合セ

ンターい～らで開催されました。この賞は、思いやりある行動や日頃の努力が顕著であり、他の模範となる活動を

行った小学６年生及び中学３年生の児童生徒を表彰するものです。 

 

 受賞者は以下のとおりです。（28個人） 

牧之原市が生んだ偉人たちを特集するシリーズで、各号ごと

2 名ずつ紹介していきます。第 1 回は昭和の大作詞家「藤田

まさと」先生と、今年で生誕 140 周年を迎えるビタミンの第

一発見者「鈴木梅太郎」博士です。 

明治 7年（1874）に堀野新田の農家に

生まれ、14 歳で上京しました。その後、

現在の東京大学に学び 27 歳で農学博士

になると、ヨーロッパへ渡ってタンパク

質など栄養素の研究を始めました。そし

て帰国後の昭和 43 年（1910）、米ぬかか

らオリザニン（ビタミンＢ1）を取り出

すことに成功し、ビタミンの第一発見者

となりました。その後も理化学研究所の

研究員として様々な製品の開発に取り 

本名を藤田正人といい、明治41年（1908）

に細江で生まれました。小学生のとき満州

に渡りましたが、帰国して大学へ入学。3

年生で中退して日本ポリドール蓄音機へ

入社し、制作部長や文芸部長を務める傍

ら、作詞活動も行って「岸壁の母」「浪花

節だよ人生は」などのヒット曲を作詞しま

した。また、音楽家の著作権を守るための

活動も積極的に行い、昭和 48 年（1973）    
には日本音楽著作家連合会の会長を務めています。生涯に 70

曲を超えるヒット曲を作り、歌謡界で数々の賞を受賞してい

ます。藤田まさと先生の資料は、榛原庁舎 2F エントランス

や市史料館で見ることができます。 

組み、合成清酒やパトローゲン（育児用粉ミルク）を発明

しています。昭和 18 年（1943）には、文化勲章を受章しま

した。 

 鈴木梅太郎博士の資料は市史料館で見ることができま

す。平成 26 年（2014）で生誕 140 周年を迎えます。 
 

 小学生のみなさんに、地域のおとながいろいろな体験を指導してくれます。学校や家ではできない「新しい体験」

にチャレンジすることが大きな「自信」になります。ぜひ参加してください。 

＊公益財団法人山﨑こども教育振興財団は、故山﨑貞一氏が平成 10 年に旧相良町に寄附された３億円を財産に平成 17 年 10 月に設立されました。

今後も子どもたちの健全育成と理科教育振興のためにさまざまな活動を行っていきます。 (山﨑こども教育振興財団事務局 教育総務課内) 

【榛原中バスケ部 市長へ表敬訪問】 

＜主な受賞理由＞ 

◎小学生：あいさつ、リーダーシップ、思いやり意欲的、 

     努力家、児童会活動推進、スポーツ等 

◎中学生：生徒会及び委員会の活動、ボランティア活動、 

     思いやり、部活動、学校活動での活躍等 

 【謝辞：長嶋水香】 

 【代表理事から授与される様子】 

 〈 故 山﨑貞一氏 〉 

 クリスマスパーティの様子 【 】 

今後の学級編成による教室不足の解消と、図書室と

パソコン教室の拡充のため、昨年５月から建設されて

いた細江小学校増築工事が終了しました。1 階には図

書室、2 階にはパソコン教室やトイレ、既存校舎と結

ぶ渡り廊下を増築し、既存校舎の図書室とパソコン教

室は、普通教室として利用します。 

また、外階段や既存

校舎の屋上につなが

る外階段も新たに整

備し、児童や地域住民

の避難施設としての

機能が強化されまし

た。 

(教育総務課 53-2642) 

 
【細江小新校舎の外観】 



 市内の小･中学校、幼稚園･保育園の『じまん』

を毎号、紹介していきます。お楽しみに！ 

  【 歴史ある校歌 】 坂部小学校 

 片浜小学校は、本年度全校児童 29 人

の牧之原市内で最も小規模の学校です。

少人数での切磋琢磨には限界はあるもの

の、1 年生から 6 年生までが縦割り班と

なって、本校ならではの特色ある教育活

動に取り組んでいます。また、できるだ

け多くの「人」「もの」「こと」とのふれ

合いを通して、温かな思いやりのある子

の育成を目指しています。 

本校学区には、豊かな地域教材があ

り、その教育資源を最大限に活用して、

充実した教育を行っています。例えば、

片浜区は温暖な気候を利用して「お茶づ

くり」「イチゴ作り」「ガーベラ生産」等

が行われており、学校での勤労生産活動

に活かしています。また、国指定重要文

化財「大鐘家」も学校の至近にあり、四

季折々の動植物の観察、江戸時代からの

人々の暮らし等を学んでいます。さら

に、昭和 41 年から加盟しているＪＲＣ

活動も活発で、「日赤奉仕団との海岸清

掃」「アルミ缶、エコキャップ、雑紙集

め」など、ＪＲＣ精神を活かした活動を

通して心豊かで逞しい子が育っていま

す。 

 温かな地域の中で子どもたちの心は育

っていきます。多くの方々と共に、これ

からも教育目標である「自ら学び明日を

ひらく浜っ子」の育成に取り組んでいき

たいと思います。 

～ 祝日には国旗を揚げましょう ～ 

片浜小学校 
【 地域のよさを活かし、心豊かな 

「浜っ子」の育成を目指す取組】 

 坂部小学校は県下に先駆けたことが 2

つあります。1 つは言わずと知れた仲よ

し学校です。仲よし学校は本年度で 32

回を迎えました。実は、もう 1 つは校歌

なのです。  

 「朝開(あさけ)に仰ぐ高尾山…」と歌

い始める坂部小学校校歌は、大正9年、

今から94年前に制定された手作りの校

歌です。歌詞にはいくつかの特徴的な言

葉があります。例えば、「教えのさとし

身にしめて」の「教えのさとし」とは明

治23年に発表された教育勅語のことで

す。また、自然の素晴らしさを「無辺の

気高さ」「美妙のささやき」とし、言

葉遣いにも長い歴史を感じさせます。  

 当時の坂部の人々の生き方が歌詞に

盛り込まれてもいます。「熱心・勤

勉・質朴を村是としたるわが村の」と

あり、さらに、第一次世界大戦後、間

もないころの人々の願いも込められて

いて「平和の歴史飾るべく」といった

言葉もあります。  

 90年以上の年月を経る中で校歌は、

その時々の子どもたちに歌われきたこ

とでしょう。現在は卒業した方々が愛

着をもって歌い、親しんでいます。  

 

【 日赤奉仕団との海岸清掃 】 

【 大鐘家での昔の暮らしの学習 】 

【勤勉の木、他に質朴の木、 

熱心の木がある 】 

【 体育館に掲示されている校歌 】 

〈編集後記〉 

  今年も「牧之原市教育委員会表彰」と「教育文化振興賞表彰」の表彰式に参加させていただきました。小学生か

ら社会人まで、素晴らしい成果をあげた受賞者の皆さん、おめでとうございます。受賞者の皆さんが壇上で表彰さ

れる様子を眺めながら、皆さんのこれまでのご努力やご苦労に思いを馳せました。毎日の練習、稽古、活動などコ

ツコツと地道な努力を積み重ねてきた結果がこの表彰に繋がっています。私も、日々地道な努力を積み重ねていき

たい、そんな気持ちにさせていただきました。                

教育委員長職務代理者 澤田 衛 

教育委員会だより編集委員会          〒421－0592  牧之原市相良275 

電話：53－2642  FAX：53－2657        E-mail：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp 

★ご意見・ご感想はこちらまでお寄せください 


